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【手続補正書】
【提出日】令和1年11月8日(2019.11.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　立体表示システムにおいて、
　（ａ）複数の左の偏光発光ダイオード筐体である複数の左ＬＥＤ筐体と（ｂ）複数の右
の偏光発光ダイオード筐体である複数の右ＬＥＤ筐体とからなるＬＥＤ筐体のアレイであ
って、
　前記複数の左ＬＥＤ筐体の各々は、個々にアドレス指定可能であり、内部に発光素子と
左の偏光素子とが配置されているキャビティを備え、
　前記複数の右ＬＥＤ筐体の各々は、個々にアドレス指定可能であり、内部に発光素子と
右の偏光素子とが配置されているキャビティを備え、
　前記複数の左ＬＥＤ筐体の各々は、第１の観察チャネルを受信するように構成され、前
記複数の右ＬＥＤ筐体の各々は、前記第１の観察チャネルとは異なる第２の観察チャネル
を受信するように構成されている、ＬＥＤ筐体のアレイを備える、立体表示システム。
【請求項２】
　１つ以上の左ＬＥＤ筐体は、左拡散素子を備える、請求項１に記載の立体表示システム
。
【請求項３】
　前記複数の左ＬＥＤ筐体は、複数の列に直線的に配列されている、請求項１に記載の立
体表示システム。
【請求項４】
　前記複数の左ＬＥＤ筐体および前記複数の右ＬＥＤ筐体は、市松模様に配列されている
、請求項１に記載の立体表示システム。
【請求項５】
　前記複数の左ＬＥＤ筐体のうちの１つ以上について、前記左の偏光素子は、対応する前
記発光素子に対向する研磨された面を有する、請求項１に記載の立体表示システム。
【請求項６】
　前記複数の左ＬＥＤ筐体のうちの１つ以上は、キーマーク、スロット、および切欠きか
らなる群から選択される視覚的に区別可能なフィーチャを有する、請求項５に記載の立体
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表示システム。
【請求項７】
　１つ以上の左の偏光素子は、ボンディング材料を用いて１つ以上の左ＬＥＤ筐体に接合
されている、請求項１に記載の立体表示システム。
【請求項８】
　１つ以上の左ＬＥＤ筐体は、１つの角部に左スロットを備え、前記左の偏光素子は、前
記１つの角部における前記左スロットに嵌合する開口部を備え、１つ以上の右ＬＥＤ筐体
は別の角部に右スロットを備える、請求項６に記載の立体表示システム。
【請求項９】
　前記複数の左ＬＥＤ筐体の各々は、第１の指向性にて円偏光光を発し、前記複数の右Ｌ
ＥＤ筐体の各々は、前記第１の指向性とは異なる第２の指向性にて円偏光光を発する、請
求項１に記載の立体表示システム。
【請求項１０】
　前記複数の左ＬＥＤ筐体の各々は、第１の指向性にて直線偏光光を発し、前記複数の右
ＬＥＤ筐体の各々は、第２の指向性にて直線偏光光を発する、請求項１に記載の立体表示
システム。
【請求項１１】
　前記複数の左ＬＥＤ筐体の各々について、ＬＥＤは、アドレス指定可能に複数の色を放
射するように構成されている、請求項１に記載の立体表示システム。
【請求項１２】
　立体表示システムにおいて、
　複数の発光ダイオード（ＬＥＤ）からなるＬＥＤのアレイであって、
　左筐体と、前記左筐体内の左光トランスミッタ配列と、前記左筐体により前記左光トラ
ンスミッタ配列の上に配置されている左の偏光素子と、を各々備える複数の左ＬＥＤと、
　右筐体と、前記右筐体内の右光トランスミッタ配列と、前記右筐体により前記右光トラ
ンスミッタ配列の上に配置されている右の偏光素子と、を各々備える複数の右ＬＥＤと、
を備えるＬＥＤのアレイを備え、
　１つ以上の左筐体と左の偏光素子との組が各々不規則に形成され一体に組み立てられて
おり、１つ以上の右筐体と右の偏光素子とが前記１つ以上の左筐体と左の偏光素子とに対
し相補的であるように各々不規則に形成されている、立体表示システム。
【請求項１３】
　１つ以上の左ＬＥＤは、前記左の偏光素子と前記左光トランスミッタ配列との間に配置
されている左拡散材料を備え、１つ以上の右ＬＥＤは、前記右の偏光素子と前記右光トラ
ンスミッタ配列との間に配置されている右拡散材料を備える、請求項１２に記載の立体表
示システム。
【請求項１４】
　前記複数の左ＬＥＤは、左ＬＥＤの複数の列に直線的に配列されており、右ＬＥＤの複
数の列が、左ＬＥＤの前記列同士の間に点在している、請求項１２に記載の立体表示シス
テム。
【請求項１５】
　前記複数の左ＬＥＤおよび前記複数の右ＬＥＤは、市松模様に配列されている、請求項
１２に記載の立体表示システム。
【請求項１６】
　１つ以上の左の偏光素子が研磨されており、１つ以上の右の偏光素子が研磨されている
、請求項１２に記載の立体表示システム。
【請求項１７】
　前記１つ以上の左筐体と左の偏光素子との組は、キーマーク、スロット、および切欠き
からなる群のうちの１つを用いて、一体に組み立てられるとともに各々不規則に形成され
ている、請求項１２に記載の立体表示システム。
【請求項１８】
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　前記複数の左ＬＥＤおよび前記複数の右ＬＥＤは、相補的な直線偏光光と相補的な円偏
光光とからなる群から選択される相補的な偏光光を発するように構成されている、請求項
１２に記載の立体表示システム。
【請求項１９】
　前記複数の左ＬＥＤは、複数の左表面実装デバイス（ＳＭＤ）ＬＥＤを含み、前記複数
の右ＬＥＤは、複数の右表面実装デバイスＬＥＤを含み、
　前記左光トランスミッタ配列は、左ＲＧＢ半導体配列を含み、前記右光トランスミッタ
配列は、右ＲＧＢ半導体配列を含む、請求項１２に記載の立体表示システム。
【請求項２０】
　発光ダイオード（ＬＥＤ）を配列に配置するための装置であって、
　キャリアテープと、
　前記キャリアテープ上に配置されており、筐体と、前記筐体内の光トランスミッタ配列
と、前記筐体により前記光トランスミッタ配列の上に配置されている偏光素子と、を各々
備える、複数のＬＥＤと、を備え、
　各筐体は、偏光方向を表す特定の指向性フィーチャを備え、各偏光素子は、１つの対応
する筐体に嵌合するように構成されている特定の相補的な指向性フィーチャを備える、装
置。
【請求項２１】
　前記複数のＬＥＤは、右と左とからなる群から選択される単一の偏光方向のＬＥＤを含
む、請求項２０に記載の装置。
【請求項２２】
　前記複数のＬＥＤは、右と左とからなる群から選択される２つの相補的な偏光方向のＬ
ＥＤを含む、請求項２０に記載の装置。
【請求項２３】
　前記複数のＬＥＤは、複数の左ＬＥＤと複数の右ＬＥＤとを含み、
　前記複数の左ＬＥＤは、複数の左表面実装デバイス（ＳＭＤ）ＬＥＤを含み、
　前記複数の右ＬＥＤは、複数の右表面実装デバイスＬＥＤを含み、
　前記複数の左ＬＥＤのうちの１つ以上について、前記光トランスミッタ配列は、左ＲＧ
Ｂ半導体配列を含み、前記複数の右ＬＥＤのうちの１つ以上について、前記光トランスミ
ッタ配列は、右ＲＧＢ半導体配列を含む、請求項２０に記載の装置。
【請求項２４】
　前記左の偏光素子および前記右の偏光素子は、偏光化フィルムと偏光化レンズとからな
る群のうちの１つを含む、請求項１２に記載の立体表示システム。
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